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●はじめに　
米国には、テキサス大学オース
ティン校（以下、ＵＴオースティン）を筆頭に、カリフォルニア大学ロサンゼルス校（以下、ＵＣＬＡ
）、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
大
学、
ニ
ュ
ー
メキシコ大学、ハーバード大学プリンストン大学、フロリダ国際大学、マイアミ バンダ ビルト大学など、特色ある大規模なラテンアメリカ研究 レクショを所蔵する が多数存在し、その蔵書構築はラテンアメリカ地域を専門とするサブジェクト・ライブ
ラ
リ
ア
ン
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る。
こ
れ
ら
の
大
学
の
研
究
図
書
館
は、
O
C
LC
 W
orldC
at 等
を
通
し
て
世界各国の図書館に の貸出・文献複写サービス 提供し、コレクションの電子化やリポジトリ築などを積極的に行うことによって、世界中の研究者に貴重な学術
情報資源を提供している。　
このような高い知的貢献を支え
ているのは、米国の図書館界で広く共有されているリソース・シェア
リ
ン
グ（
図
書
館
情
報
資
源
の
共
有）の理念と実践であ 。　
本稿では、米国のラテンアメリ
カ
研
究
図
書
館
が
実
践
す
る
リ
ソ
ー
ス・シェアリングの事例を紹介しながら、その意義と日本の研究図書館が学ぶべき点を検討する。●コンソーシアム活動　
米国の研究図書館の多くは、組
織を超えたコンソ 動に深く関与しており、そのなかで、リソース・シュアリ グを目的とし
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
活
動
は
サ
ブ
ジェクト・ライブラリ ンの重要な任務のひとつに位置づけられている。　
例
え
ば、
研
究
図
書
館
セ
ン
タ
ー
（
以
下、
Ｃ
Ｒ
Ｌ
）
は、
人
文
社
会
科
学系の研究に必要不可欠な一次資料の保存と共同利用の促進というミッション もとで一九四九年に設立された北米最古の研究図書館コンソーシアムであり、現在、米国・カナダの大学図書館を中心に二七六館が加盟している（ＣＲＬの
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：
http://w
w
w
.
crl.edu/ ）。
　
ＣＲＬには、東南アジア研究、
南アジア研究、アフリ 研究、中東研究、ラテンアメリカ研究に関す
る
地
域
研
究
図
書
館
の
下
部
コ
ン
ソーシアムが組織されており、ラテンアメリカ については、ＬＡ
Ｍ
Ｐ（
以
前
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン・マイクロフォー ・プロジェクトとして知られていた 、現在は
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
を
正
式
名
称
と
す
る。
）
と、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ニ
ス
ト・
リ
サーチ・リソース・プロジェクト
（
以
下、
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｐ
）
の
二
つ
が
あ
る。双方ともラテンアメリカ研究に資する一次情報の資源共有化を目
的
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
る。以下、ＬＡＭＰが手がけたブラジル研究のための資源共有化プロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
事
例
を
紹
介
す
る
。
●
 ブラジル政府逐次刊行物デジタル化プロジェクト
　
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
の
新
聞
、
雑
誌
、
政
府
刊
行
物
な
ど
の
マイ
ク
ロ
フ
ォ
ー
ム
保
存
と
共
同
利
用
を
目
的
とし
て
一
九
七
五
年
に
結
成
さ
れ
た
コ
ンソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
る
。Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
の
マ
イ
ク
ロ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
加
盟
館
の
所
蔵
資
料
の
な
か
で
、
貴
重
だ
が
、
膨
大
で
、
現
物
保
存の
ま
まで
は
散
逸
、
劣
化
の
恐
れ
が
あ
る
研
究
一
次
資
料
を
マ
イ
ク
ロ
化
し
た
後
、
マ
ス
タ
ー
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
館
、
ポ
ジ
フィ
ル
ム
を
Ｃ
Ｒ
Ｌ
の
シ
カ
ゴ本
部
で
保
存
し
、
会
員
の
依
頼
に
応
じ
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ピ
ー
の
貸
与
や
販
売
を
行
う
と
い
う
方
式
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
　
ブラジル政府逐次刊行物デジタ
ル化プロジェクトは、ＬＡＭＰが一九七〇年代にブラジルの国立図書館と共同で実施したブラジル連邦政府と州政府の刊行物のマイクロ化プロジェクトの成果物である
ラ
テ
ン
アメ
リ
カ
研
究
図
書
館
の
リ
ソ
ー
ス・シェ
ア
リ
ン
グ
活
動
と
日
本
の
課
題
─特 集─
新しい
研究図書館を描く
海外の実践にみる知の集積・発信のいま
村
井
友
子
【
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
役
割
と
図
書
館
間
連
携
】
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マイクロフィルムや、米国議会図書館（ＬＣ）が所蔵するブラジル各省庁の刊行物のマイクロフィルムなどをデジタル化し、インターネット上でオープンアクセスのデジタルアーカイブとして公開するプロジェク であった。　
メロン財団の助成金により実現
したこの壮大なプロジェクトは一九九四年に始まり二〇〇〇年に完了した。一八二一年、すなわちブラジルの独立の頃から一九九三年まで約一七〇年間におよぶ長い歴史
の
な
か
で
刊
行
さ
れ
た
約
七
〇
万
ページに及ぶ政府刊行物 画像がＣＲＬのサーバー上で提供され、フルテキスト検索が可能で、ブラジル研究の貴重なリソ スとなっている。このプロ ェクトには、ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学、
コ
ー
ネ
ル
大
学、ＵＴオースティンなど、複数の大学のラテンアメリカ研究やイベロアメリカ研究を専門とするライ
ブ
ラ
リ
ア
ン
や
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
ファーが委員として関わった（参考文献①）
。
　
膨大な一次資料の媒体変換とデ
ジタルアーカ ブの構築には莫大な費用、人的資源、および専門技術が必要になるため、図書館が単独で実現するには、高いハードル
が
存
在
す
る。
米
国
の
研
究
図
書
館
は、サブジェクト・ライブラリアン
達
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
活
動
に
よ
り、図書館のコレクションを社会の公共財と位置付け、その保存と公開方法を検討する組織的な基盤を持ち、プロジェクト 資金源獲得のためにファンドレイジング活動も活発に行っている。●
 ＬＡＮＩＣ
　
次に
、
ウ
ェ
ブ
上
で
世
界
最
大の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
リソー
ス
ガ
イ
ド
を
提
供
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
セ
ン
タ
（ー
以
下
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
に
よ
る
リ
ソ
ー
ス
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グの
実
践
事
例
を
みて
い
き
た
い
（
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃの
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://lanic.utexas.edu/ ）。
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
Ｕ
Ｔ
オ
ー
ステ
ィ
ン
の
ロ
サ
ノ
・
ロ
ン
グ
・ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
所
（
Ｌ
Ｌ
ＩＡＳ
）
と
同
大
学の
世
界
屈
指
の
ラテ
ン
ア
メリ
カ
研
究
図
書
館
で
あ
る
ベ
ンソ
ン
・
ラ
テ
ンア
メ
リ
カ
・
コレ
ク
シ
ョ
ン
（
以
下
、ベ
ン
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブに
よ
り
一
九
九
二年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
発
信
を
開
始
し
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
膨
大
な
コ
ン
テ
ンツ
が
提
供
さ
れ
て
いる
が
、
パ
ス
フ
ァイ
ン
ダ
ー
が
わかり
や
す
く
整
理
さ
れて
い
る
た
め
、
必
要
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
で
き
る
。
本
稿
では
こ
の
な
か
か
ら
、
社
会
科
学
分
野
の
二
つ
の
サ
イ
ト
を
紹
介
す
る
。
●
 ラテンアメリカ灰色文献リポジトリ
　
ラテンアメ カン・オープン・
アーカイブズ・プロジェクト（ＬＡＯＡＰ）はラテンアメリカ諸国で出版された社会科学分野の灰色文献へのアクセスを支援するリポジトリ あり、先述の研究図書館コンソーシアムＬ ＲＲＰとＬＡＮＩＣの共同プロジェ トとして二〇〇二年に米国教育省の助成金とＵＣＬＡ図書館の技術協力を得て
発
足
し
た（
Ｌ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｐ
の
サ
イ
ト
：
h
ttp
://la
n
ic.u
texa
s.ed
u
/
project/laoap/ ）。
　
チリのラテンアメリカ社会科学
大
学
院
大
学（
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
）、
グァテマラのメソアメリカ地域研究
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
）、
ア
ル
ゼンチンのトルクアト・ディ・テラ大学など、ラ ンアメリカ諸国の
一
三
の
研
究
機
関・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て、
自
機
関
の
ワーキングペーパー、プレプリント、リサーチペーパーなど、商業ベースでは入手不可能な各種報告
書のメタデータとコンテンツをＬＡＯＡＰに提供している。　
ＬＡＯＡＰ設立の背景には、ラ
テンアメリカ諸国で、研究機関やＮＧＯがウェブサイトで公開、または非売品として刊行する各種レポート類が急増する一方、ウェブサイトの脆弱性や通常の検索エンジ
ン
で
は
収
集
不
可
能
な
デ
ィ
ー
プ
ウェブの問題などにより、図書館で収集されず、学術コミュニティにおいても認知され いまま消えていくという問題があっ 。この問題を解決し、社会科学分野で重要度の高 灰色文献を迅速かつ包括的に収集・提供することが、この共同リポジトリの構築の趣旨であった。　
ＬＡＯＰは
、
ＯＡＩ
―
ＰＭＨ
と
い
う
国
際
的
に
標
準
化
さ
れ
た
メ
タ
デ
ー
タ
の
交
換
プ
ロ
ト
コ
ル
に
対
応
し
て
お
り
、
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
間
の
デ
ー
タ
共
有が容
易
に出
来
る
。Ｌ
ＡＮ
ＩＣ
の
サ
ー
バ
ー
上に
構
築
された
信
頼
性
の高
い
リ
ポジト
リ
へ
の
登
録
は
、
ラ
テン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
研
究
所
と
っ
て
、
研
究
成
果の
安
定
した
ア
ー
カ
イ
ビ
ング
と国
際
的
認
知
度の
向
上
と
いう
メ
リ
ット
が
あ
る
。
ま
た
、
国
際
標
準
プ
ロト
コ
ル
に
対
応
し
た
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
参
加
は
、
特集　新しい研究図書館を描く 
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O
A
Ister や
G
oogle S
cholar な
ど
、
汎
用
性
の
高いサ
ー
ビ
ス
に
ハ
ーベ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
上
の学
術
情
報
資
源
と
し
て広
く
活
用さ
れ
る
可
能
性
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
●
 ウェブアーカイビングによる政府情報の収集
　
ラテンアメリカン政府文書アー
カイブ（ＬＡＧＤＡ）は、ラテンアメリカ一八カ国の各省庁が公開した文書や各国の大統領演説を網羅
的
に
提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で、コンテンツのベースとなっているのは、ラテンアメリカ諸三〇〇以上の政府関係機関のウェブ・アーカイブ・コレクションである。ＬＡＮＩＣがインターネット・
ア
ー
カ
イ
ブ（
Ｉ
Ａ
）
と
共
同
で、特定のサブジェクトに関するウ
ェ
ブ・
ア
ー
カ
イ
ブ・
サ
ー
ビ
ス
A
rchive It の
パ
イ
ロ
ッ
ト・
プ
ロ
ジェクトとして二〇〇五年に立ち上げた。　
今日までに四四〇〇以上のＵＲ
Ｌ、文書、データ、音声、ビデオなどが、オリ ナルの媒体のままアーカイビングされている。オープンアーカイブなので、誰でもＬＡ
Ｇ
Ｄ
Ａ
を
通
じ、
既
に
イ
ン
タ
ー
ネット上から消えてしまったラテ
ンアメリカ諸国のウェブページとそこから抽出した各種政府情報にアクセスすることが出来る。アクセス方法は、ＬＡＮＩＣ作成のメタデータをベースとしたテキスト検索と国、機関ごとにリスト化されたリンクのブラウジングの二種類がある。　
例えば、二〇一三年三月に逝去
した元ベネズエラ大統領ウーゴ・チャベスの演説やラジオプログラム「アロー・プレジデンテ」 録音を聴くことができ、テキスト検索
で「
H
ugo C
hávez 」
を
キ
ー
ワードに検索する 実に三一四八件
の
多
様
な
媒
体
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ヒットする（二〇一四年二月二日アクセス）
。
　
ＬＡＧＤＡ構築には次の前史が
ある。ベンソン・コレクションでは一九九〇年代まで冊子体の政府刊行物を網羅的に収集していた。二〇〇〇年代に入り、ボーンデジタルの政府文書がインターネット上で提供され始めると、目録の書誌
レ
コ
ー
ド
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
情
報
を
記
載
し、インターネット上のリソースにリンクさせるとともに、コンテンツをダウンロードして自館ポ
ジ
ト
リ
で
保
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た。しかし、ウェブペ ジの頻繁
な
改
編
に
よ
り
リ
ン
ク
切
れ
が
多
発
し、政府刊行物の網羅的な収集が難しく ったため、新たな解決策と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
年
四
回
の
ウェブアーカイビングであっ 。網羅的な研究情報の収集と提供をミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
研
究
図
書
館
が、先進的な手法でそのミッション達成を追及した事例といえよう（参考文献②）
。
●おわりに　
以上のように米国の研究図書館
は、研究情報のリソース・シェアリングと情報発信を多彩な連携協力により実現してきた。これに対し、図書館間の連携という点で米国の後塵を拝す日本の研究図書館の課題は山積している。例えば、日本には特定の地域や主題を専門とするサブジェクト・ライブラリアンの数が少なく、図書館間で分担収集・保存・共同利用について話し合える公式の場が不足している。そのため、多くの大学図書館や研究図書館が、スペース問 と予
算
制
約
の
た
め、
海
外
の
新
聞
な
ど、貴重な研究資料を廃棄せざるを得ない状況に立たされている。　
社会の成り立ちが異なる日米の
単純比較は意味をなさないが、組
織の壁を越え、図書館間で研究資源のリソース・シェアリングについて情報共有し、共通の関心事項として検討する場 設けることは喫緊の課題であろう。同時に、インターネット上での学術情報資源の共有化が進むなか、日本の研究図書館がリソース・シェアリングのグローバルな動きに積極的に参加していくことが今後益々重要となろう。（む
ら
い
　
と
も
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
図書館）
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